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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

 フローティング式深層混合処理工法は，その設計

条件によってコストを縮減できる可能性があり，改

良地盤の沈下特性の把握が必要である．現行の沈下

量推定法において，圧密沈下が生じると仮定する圧

密沈下対象層厚が改良地盤の改良率や改良深さ，改

良体の剛性などにより変化することが考えられるが，

その定量的な評価は行われていない．本研究では，

フローティング式深層混合処理地盤の沈下量と改良

率および改良深さを関連付けることを目的に，簡便

な一次元沈下モデルを用いて，圧密沈下層厚に関す

る考察を行う． 

    

２２２２．．．．現行現行現行現行のののの沈下量推定方法沈下量推定方法沈下量推定方法沈下量推定方法    

図１に現行のフローティング式深層混合処理地盤

の沈下量推定法の概念図を示す．
col
E ，

soil
E は改良

柱体，未改良土それぞれの変形係数，
c
C は，未改良

土の圧縮指数を示す．    現行の沈下量推定方法は，改

良部分に関しては，改良柱体と未改良土が一様に沈

下すると仮定し，式－(1)から改良部分の沈下量を求

め，未改良層の沈下に関しては改良率 )(
s
f や改良深

さ )(
1

H に応じて改良部分のある深さから圧密沈下

層と仮定し，式－(2)から推定を行っている．本研究

ではこの圧密沈下対象層厚を定量的に評価するため

に一次元沈下モデルでの等価換算係数αと改良率

)(
s
f や改良深さ )(

1
H の関連性を検討する． 

３３３３．．．．剛性剛性剛性剛性とととと摩擦特性摩擦特性摩擦特性摩擦特性をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした一次元沈下一次元沈下一次元沈下一次元沈下モデルモデルモデルモデル    

    本研究ではこれまで，平均化の考え方を用いて，

一次元圧密状態でのフローティング式杭状改良地盤

の沈下量推定について検討を行っている．式－(3)，

(4)に改良部分の平均的な体積圧縮係数(
v
m )と沈下

量( S )を表す式を示す．式－(3)に含まれる応力分担

パラメータ( b )は，未改良土と改良柱体に作用する

応力の比として定義されるが，改良柱体周面の摩擦

を考慮すると，改良部分内部で直線的に応力が分布

するため，図 1に示される改良部分上下面での応力

分担パラメータ( b )および( b′)の平均として式－(3)

の bを用いて表される．また，式－(4)により示され

る沈下量推定式は，一次元圧密を模擬した模型実験

との比較が行われている 1)． 

 

ここで， Rは改良柱体と未改良土の剛性の比， 

T は周面摩擦力（ = 改良体周面積× τ），A は供試

体断面積，τは未改良土の非排水せん断強度を表す． 
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図１．現行の沈下量推定法の概念図 
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４４４４．．．．等価換算係数等価換算係数等価換算係数等価換算係数ααααのののの推定推定推定推定とととと考察考察考察考察    

    ３．で示した簡便な一次元沈下モデルを用いて，

一次元圧縮状態での等価換算係数αの推定を試みる．

表１に本研究で行っている一次元圧密を模擬した模

型実験を参考にした各種パラメータを示す． 

これらのパラメータと一次元沈下モデルにより，

改良部分の平均的な体積圧縮係数(
1v

m )を求める． 

式－(5)で求めた平均的な応力分担パラメータ( b )を

式－(3)に代入することで求める． 

一方，図３に一次元圧縮状態での等価換算係数α

を求めるための概念図を示す． 

等価換算係数αを求めるために，ここでは，現行

の沈下量推定方法と同様に，改良柱体と未改良土が

一様に沈下する部分と圧密沈下層と仮定される部分

に区分けし，一次元沈下モデルでの改良部分の沈下

量と等しくなるように等価換算係数αを決定する．

図３の平均的な体積圧縮係数(
2v

m )は，改良柱体と未

改良土が一様に沈下すると仮定しているため応力分

担パラメータ( b )を改良柱体と未改良土の剛性の比

(
vsv
mmb *= )として式－(3)に代入することで求める．

最終的に，それぞれの改良部分の沈下量を求める式

－(9)，(10)が等しくなるという条件で式－(11)から

等価換算係数αが求められる． 

 

 

 

 

 

式－(11)により求めた層厚係数αの改良部分の層厚

H1=0.10(m)，0.15(m)の条件での結果を図 5に示す． 

図より，改良率の増加に伴い，等価換算係数αは減

少する傾向を示した．また，改良部分と未改良部分

の層厚の比が変化した場合においてもこの推定方法

により，層厚係数αが変化することが確認された．

推定したこれらの結果は，模型実験で報告されてい

る値と比較的対応した値となった 2)． 

５５５５．．．．まとめまとめまとめまとめ    

    今回，一次元沈下モデルを用いて，層厚係数αの

推定を試みた．その結果，改良率や改良深さの違い

が，層厚係数αに与える影響を評価できる可能性が

示された． 

【参考文献】1)松井秀岳・落合英俊・大嶺聖他：剛性と摩擦特性を
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図２．一次元沈下モデル 

表１．等価換算係数α推定のためのパラメータ 
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図３．等価換算係数α推定の考え方 
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図 4．改良率と等価換算係数 
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